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京都大阪奈良神戸塚大津の

基盤構造についての夢想

①

1.はじめに

任官していたころ北国のとある蛾趾に住んでいた･

庭に56本の桜があり盛りを過ぎた後もながく咲

き続き桐の花の頃はひっそりと隅にあって薄暑の

頃まで咲き残って楽しませてくれたものだ.教官後の

生活はかくあれかしと希い号を余花草庵とし悦に

入っていたところ隣りの辛夷山館主人二義百瀬先生が

現われてニヤッと笑い筆をとって棒を引き草庵を

棲と改めた.花の散るのを惜んでから家を明け渡す

つもりでいたところ今度の家を世話して下さった美人

から花は城の内ばかりではない堺にも夜店がでるほ

どの花があるから早く出ておいなはれとあったのを

こんどの家のことと早合点しまだ見ぬ家を余花楼と名

付げ挨拶状を知った印刷屋に廻してしまった.息子

と合併して支那料理屋をはじめたのか女郎屋に居候し

たのかとの間い合わせは一寸ひどいとしてもふつう

の人は少なくとも200坪位の庭のある家と受取ったのは

むりもないことである.ところが移ってみると一坪

の庭どろか一合の上もなくて花は近所の上水道のも

のだった.土はたかったカミこの家の二階からはス

モッグのない目には生駒山脈がなだらかなプロフィル

を見せそれが南に長く尾をひいて沈みきったあたりに

二上山が蓮華を開きその南は葛城連峰がただ恋わり

ユゴセ

その最深奥に金剛山のイｰグルカミトンと座ってさすカミ

に日本最初の山岳遣場であると心惹れるものがあった.

大阪に来てからは散官後の年金生活というものの

年来の友人か家の世話から病気の世話まで何不自由

なくやってくれその上金杜の仕事は一切頼またいとい

う結構柱こと柱ので山へ行ったり吟行をしたり

坐禅を組んだりしていればよいわけであるかそういう

ことは私にはすぐ飽きてしまって永くは続かない.

深い修業とか高い境地カミ次げればかなわぬことで

ある.毎日それに没頭しきれるものではたい.酒を

呑むようなことにしてからがいくら好きでも連日では

飽きしまいには心身ともに参ってしまう.酔いしれ

て寝られぬ短夜を持仏堂に座していると二上山の蓮華

あたりからさしはじめた陽光を浴びていると北の国に

おわす90歳の老師カミ山越しに私を導かれているような

散官夫大

気になる.また一生を太平洋論にささげられた先生の

尽すありて恨みなしの精神の発祥地はあの山間ではな

かったか.それにまた維新革命の尖兵となって南山

路雲の花と散った人々の罷り通ったのはあの峠ではな

かったか､私もまたあそこへ行って40年やってきた

野外地質をやろう.私はとうとう先人のあとを慕う

ことにした.

このことをある人に相談すると金剛葛木山塊は近

畿の中心であるが領家帯花陶岩のでているところで

あまり地質家の興味を意かぬところらしく以前にも今

も入る人は少荏いがそれでもいいかということであっ

た.そういうところこそ追う人もあらず追われる

心配もなくゆっくりと落っいて仕事ができるから老

人には望むことであると尻込みしなかった.

それにしても昭和42年の脳血栓後遺症･半身不随.

言語障害のある肉体がこの野外作業に堪えられるか

という心配があった.5月25目から7月3目に暑熱の

ため休止するまでの間に来留野峠伏見峠千早峠な

ど900-1,000米紙の峠を踏んで一週2目は山に行き

乗物2時間帰り2時間で4時間を現地の作業にあて

日帰りできること疲れカミあとに残らぬことカミ判ったの

でこの調査は実行の可能性があると思い初みて人々

に話した.しかし調査の完遂は10年先にたるやら20

年先になるやら見通しもつかない.このいつ果てる

ともつかない調査に日曜ごとに車で援助しようという申

入れがあった.お志は有難いが本業のある身で日曜ご

との山歩きはむりだと思い私はお断りした.これは

一人で峰に登り沢を隈たく歩いて地質図を作る本格的

な野外作業である.一方山を歩き狂がら考えたことは

これと並行して既発表の地質図の要所を選んで歩き

一つには野外作業の下準備としかつまた近畿の基盤構

造を予測してみたいということであった.それがい

ま｢地質ニュｰス｣誌上に発表する｢京都大阪

奈良神戸大津堺の地下の基盤構造について

の夢想｣なのである.夢想の基礎とするところはや

はり古生層であってこれには調査区域の大きさと岩

層の配列の正しさを求めてよく歩いた.美濃飛騨高

原の一部｢根尾谷｣を模式地として赤阪伊吹から

鈴鹿山脈の霊仙御池岳に及ぼしこれを領家帯の構造�
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に結びつける.その地質構造を考えるにあたっては

櫓曲および榴曲に直接関係のある衝上を重視し櫓曲

を主とし断層を従とする.さらに原点にさかのぼって

堆積を考えたい.断層は背斜軸に沿う軸面断層をとり

あげるなどまたマグマの避入の程度によって古生層

(接触変質を被る)帯領家帯花闇岩バソリス帯の3

つに分ける.

これは最終的には地上よりマグマヘの距離によって

表現すべきであるが今はこの方が便利である.'

鮮新統更新統などから地層の姿勢の研究さらにも

っと新しい地層の研究により地下の構造を夢想するこ

とは地下構造特に現在の地殻運動をつかむ上に重

要なことであり裏た戦後の流行でもあるがそれに没

頭している人も各方面にたくさんおられる.今更散

官大夫のでる幕ではないからこの問題には今はタッ

チせぬこととした.これがこの文章の弱点であり泣き

どころである.これでだいたい近幾の基盤構造をとぐ

手段を明らかにした.

次は何を基準として最近の地質図の正邪を明らかに

し論文の誤謬を正さんとするのかであるがこれは断

るまでもなく最新のものを最上のものとしそれに新

しいものを加えてゆくのが普通である.しかし野外

地質の世界では必ずしもそうとは限らない一新しい

ものがいつも正しくはない.野外地質が明治以来

その技術が高度に達したのは大正年間でありもっと

も美しく調和のとれた地質図が制作されたのが昭和の

初期である.あたかもよし1926年には京都において

汎太平洋科学会議(PAN-pACIFICSCIENCECON

GRESS)がありこの会議のために京大中村新太郎教授

が近畿地方の地理と地質との案内図を作られた.こ

れこそ簡潔ではあるが日本の誇ってよい地質図と文

章である.基盤地質についてはその後これ以上の大

きな進歩はないかにみえる.進歩と見えたものも未

熟匁間違いが多いのではなかろうか.進歩はただボｰ

リングしやすい第四期岩層においてみられるものが多い.

50歳以下の若い人々の間に戦前のものは一切参考にし

ない.読んでもみないでいる一派があると闘いている

がこういう人たちこそこの作品を熟読翫味してもら

いたい.今その全文を中村の好んだ直訳にしてのせ

る.

2.京都奈良大阪神戸(地理)

『近畿地方は日本の中央にあり人口がもっとも多い.

広い平原が山に囲まれ内海に沿って拡カミっている.

ここには2つの古都京都奈良2つの近代商工業都

市大阪神戸さらに4つの都市大津堺尼ケ崎

西宮が含まれている.

主要都市の人口r1925年(大正14年)10月現在)

大阪2,114,804

京都679,963

神戸644,212

堺165,009

奈良48,879

第1図京都･奈良･大阪･神戸のガイドブック

第2図京都･奈良･大阪･神戸付近地形図�
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各県に於ける人口と人口密度

京都府1,406.3824,758

大阪府3,059.50226,493

奈良県583.8282,414

兵庫県2,454.6714,493

一平方里内

一平方里=15,423.47平方料

地貌この地方のおもな地貌は中央の淀川にそ

って底地カミあることでこれは北酉の丹波高原と南東に

ある生駒山脈を伴う近江一伊賀高原とを斜めに分けて

いる.地形的に丹波高原は平らな頂と深い谷か走っ

ている開析高原である.京都から北を望むと海抜

800米あたりに平らな頂を見るであろう.谷は高原

を山脈と山塊とに分けている.

京都に近く東の方に比叡山脈カミ北から南に走り比

叡山の四明ケ獄の頂上(海抜848米)はこの山脈の高

所である.ケｰプノレに乗って頂上につけば京都平原

と琵琶湖盆地の美景が見える.東山の尾根は比叡山脈

の小さな瘤であり南に走って末端の桃山には明治

天皇の御陵がある.比叡山と反対側の京都の酉には

登るに足る秀峰愛宕山がある.愛宕山の南は保津峡

によって刻まれている.保津川は地形的に若い輪廻の

段階にあり急流をなしている.亀岡の近くから峡

谷は風景で名高い嵐山で京都平原へ出るがその間

をボｰトで下り急流を楽しむことカミできる.

保津川の南は山地である.東は西山酉は能勢山塊

で谷によって分たれる.前者はその東麓に後者は

ミノオ

西麓に丘陵がある.楓と濠で有名狂箕面公園の峡谷は

能勢山塊の南部を丘の向うで切っている.山塊は能勢

川に酉を限られそこには平雫牢酸という炭酸水で有名

た工場がある｡

能勢川の西に低い丘陵カミある.特に西部で棒その表

面カミ低く波うっている.､六甲山塊は神戸の狭い海岸平

原から急に上昇したもので丹波高原の外廓をなし

六甲山で標高932米に達する.北麓には有馬温泉があ

る.六甲山塊は東の方へ大阪平原に向かって沈み

低い土地に縁どられそとにはヘノレメットに似た火山瘤

カブト

で甲山(標高309米)がそびえている.神戸の摩耶山

(699米)の背後には多くの山塊が起立しやがそ沈み

大阪湾の酉を限る須磨舞子になる.そこには松の間

の美しい症に沿ってたくさんの聚藩がある.

京都奈良平原の東の限界は近江伊賀高原に

当り北から南にほとんど一直線を荏㌧ている占､高原

は南東に幅広く延び､この地方の東部を'占めるわずかの

区域だけが(京都奈良平原の東の限界であるカ)ど

うか)考慮中である.それは琵琶湖の出口である瀬田

川木津川によって切られている部分である.地質

的にみると両川は現世にはじまり更新世を通じて他

のコｰス(流路)をとっていた.それは現在の河道か

ら数料へだてて堆積物が分布しているからである.

瀬田川は両側は急な峡谷を造り宇治で京都平原に入っ

ている.宇治は茶の木に回れた絵のような町である.

木津川は西に流下し転じて木津で真北に向かいさ

らに北西に向かって淀川の主流に合する.近江伊

賀高原の西部には標高700米以上の高嶺はない.ただ

ユブセンタカミネヤマ

北の鷲峰山(685米)南の高峰山(633米)尖峰がきわ

だっている.

奈良の背後には小噴火丘がありこれは山地の界近

くに立つと考えたい.

生駒山脈は奈良大阪平原の間にあって北から南へ

走っている.西側はむしろ急で東側ははっきりと低

い丘になっている.大和川は南でそれを切る.山脈

の子午線方向の沈降は山脈の中ほどにある.地質的

にはこれは2つの並行した傾動地塊からなりそれぞれ

東に傾動した斜面をもつ･生駒}の西尾根は大阪平

原から642米そびえている.

平原琵琶湖は日本最大の湖水で699,959,320平

方米の広さである.その盆地は京都平原とはせまい

年首状の峠によってつたがっている.大津市は湖水の

南端にあり峠の麓にあたる.

京都平原は南を除き高原に縁取られて型は矩形で

ある.京都市は平原の北部にある.市街を囲んでい

るすべてのものは歴史とともに集められたことを考え

うべきである.それは日本文化の千年以上の中心で

オグラ

あったからである.臣椋ノ池は木津川と宇治川との

間の湿地帯鳳荏低地である.

奈良平原は京都の南に続いているものだろう.しか

し奈良の近くで2つを分かつ低処がある･これは奈

良平原を独立した内陸の平原たらしめている.この平

原の周りにはいくつかの町がある.奈良はAD709～

AD784間の日本の都で多くの芸術的建造物のある美し

い街である.

淀川の下流は大阪平原の中央を潤し平原は海岸平

野として神戸に続き南には和泉へつづく:大阪湾に

沿う平原は帝国でもっとも人口の多いところで大阪

神戸塚の3大都市をもっている.』

わが国の地形測量技術が最高に達し陸地測量部の五

万分の一地形図が出そろい辻村地形学が一世を風塵し

たのが大正末年であった.中村が近畿の地理を論じ

のは主として地形についてであったがそれは地質を�
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第3図

京都･奈良･大阪･神戸付近地質図

しらべ自然をよく見入った後で書かれたものでこ

の頃の人カミよくやるように地形図をみたり航空写真を

みたりしただけで地形を論じたわけではたい.だか

らさりげない名所や建造物の位置の描写の申にも榴

曲や断層の暗示がひそんでいるのがうかがえる.

また辻村地形学ではコンタｰの上に直線に並ぶものを

断層と断定した中村は地質を調べた上で岩層配列の喰

違いがたければたとえ直線の谷があっても断層どば

し次かった.また岩層の喰違カミあればそれが直線で

恋くても断層としたから後には曲線状の断層の方が

自然界には多いのカミ普通であるとされたくらいである.

中村はこの頃からフィルドサｰベイ中山に見入る

ことが多くなった.中村は歩きながらも想像しつづけ

て地質構造が差別浸蝕を通じて地上に示現しているの

を見入ろうとしていたのだ.中村はこの時分地形を

地質構造の露頭として見ていたものと思う.いまこの

案内記カミ書かれてから半世紀たった後こういうこと

を頭において読み返してみるとこの地理の記載カミ

地質の大露頭としての地形の描写であることが納得で

きるであろう.

次に同じ本にかかれた地質の部を訳する･

3.京都奈良大阪神戸(地質)

『近畿地方の山は主として古生代の堆積物と片状

花開岩と迷入した噴出物とからなり盆地は沖積平原

を残して山麓に沿った丘陵地は第三紀および更新世

の堆積物からなっている.

古生鰯古生層はいわゆる秩父系に属し粘板岩

硬砂岩チャｰト輝緑凝灰岩からなり石灰岩のレン

ズを伴う.地層は西北西に近い比較的規則ある傾向を

とっているがはなはだしく混乱し多くの断層衝上

に切断される.さらに多くの地層は連続性なく短

い距離の間に薄化する.それで層位上の秩序を完成す

ることは容易なことではたい.貧弱な渥青質の型を

もつ石灰岩は紡錘虫のごときをもっているが岩石は

ほとんど化石を欠いている.

京都の南西西山山塊の石灰岩は有孔虫(τ淋α肋挑,

とB紐舳γ加α)こけむし(ハ吻妙0閉,B励05士0〃Z8肋,

Cん伽刎ατψo閉,凡η63τθZZα,Rん｡〃必ψoブαetc)とある

碗足類を提供する.この化石が上部派盆紀のものが下

部石炭紀のものかを決めることはまだ不可能である.�
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古生層は花闇岩の突起によって蓮入されこの間に

おける接触現象はところによっては明かに見られる.

特に京都の近くの如意ケ嶽瀬田川の石山寺亀岡の近

カイバナワッカ

くの柿花と南山城の和東の谷カミそれである.これら

の地方では粘板岩はホノレンフェノレスまたは雲母片岩に

チャｰトは結晶珪岩に石灰岩は結晶質にたりこれら

はみな新しくできた鉱物Chiasto1ite,COrdierite,WoL

1astoniteなどを伴う.

木津川に沿う片麻岩状のまた片状の岩石ははたは

だしく鉱化作用を受けた古生層の堆積岩で薄く花筒岩

に避入されている.また生駒山の西側奈良の近くで

は閃緑岩または花商岩によって床入された雲母片岩の

小露頭がある.

中生層中生代の岩石は砂岩と頁岩とからなり

イヤ

能勢山塊の猪名川に沿った小面積に出ている.しかし

化石はでていない.

第三紀層第三紀層は普通には古生層花商岩石

英粗面岩の小区域を掩い更新層の礫を砂との下に横た

わる.京都の南東の奥山田の第三紀層は小三角領域

を占め硬砂岩泥岩凝灰岩からなり厚さ200mあ

り多くの介類とわずかの植物を含む.介類からは

D抄Zoゐ肋α腕1)03〃αノψoη{ω,〃｡士｡ブ｡あ6ZZα〃伽一

助伽3ゐ,T"ブ伽"α,CブψゐZαだとが同定せられた.

これらは中新世の種であろう.第三紀の地形は南の

方は東西性の断層線によって古生層と弄する.第

三紀層は奈良の南である介類の遺物不鮒ブ伽伽,τ0舳α

切0η加たどを含む.動物相は鮮新世より若くない

ことを示している.神戸の西の第三紀層は主として

凝灰岩よりたり頁岩硬砂岩礫岩がこれに次ぐ.

植物の遺物で鮮新世とたしかめられたものは凝灰岩と

頁岩の中に発見せられた.

三田近くの広い丘陵地の層序にはほんの少しの褐炭

層がある.第三紀の岩層はおだやか柱層序をしている.

混乱しているところは第三紀層と古い地層との境界で

断層線で示される.その多くは東西または北々東であ

る.

更新世更新世の堆積物津山麓の丘陵状高地からの

堆積物で砂礫粘土よりたる.礫がおびただしいと

ころでは表面は荒れていて奈良の北西や宇治の近

くでみられるような荒地の地形を示している.更新世

は新古の2つの時代に分けられる･

古い更新世の厚さは100米以上とせられほんの少し

の露頭にはある湖成の介類一COr肪αZα,3伽ゐク,W泓

加伽,ひ壬･脈わM･Z伽～α,など植物遺物として下閉加

などがでる.

動物相の相似は琵琶湖の古い更新の湖成のものと同

じ琵琶湖では8確060勿01伽肋αZ加,B沸Z㏄3,五妙んα5

炉090η伽1ゼなどが発見されている.事実淀川の橋本

の礫層からE1phasの直ぐな牙が数年以前に発掘された.

六甲の麓の西宮の支離滅裂な地層は､海成の介類と同様

湖成の介類を含んでいる.前者にμ6腕,Mκ0舳,

丁脇〃α,地物μZ伽〃α,A伽,地肋α,ん舳･ω,T0π舳,

などが挙げられる.この事実から海がある時のある

期間陸に浸入したということカミできる.以前にこれ

らの地層は鮮新世とされていたが動物相の見地から更

新世であると改められた.

ある場所では古い更新世の真ん中に不整合のあるこ

とを注意したがここに関係のある領域を通じ｡破端の

有無をまだ追跡していない.

どんな割合にせよ地層の最上部は礫よりなりこの

礫は川筋にそった河沿の堆積物でそこに更新世の時代

に河カミ注いでいた盆地の堆積物である.川礫は現在は

古い川筋に沿っている離れたところに残っている.こ

ワッカ

のようだ流れの遺跡は南山城の和束谷の西側を限る山

の斜面に見ることができる.

粗い河の堆積物は古い更新世の後期に雨期または

豪雨の時代があったことを示している.その時分の近

畿は現在と変らず大きな土地の起伏は第三紀の終り

に完成していた.普通古い更新世の地層はほとんど

水平に横たわっているがある場所では30度から垂直の

度合で急傾斜をしている.このような乱れの場所は

直線状に走り断層の存在を示している.例としては

西山山塊の南麓に沿い池田から茨木の北へ線状の低

地が狭い帯状をなしているがそれに沿い地層が反対

の側から50｡～20切傾斜で落込んでいる.擾乱帯の外

の地層が水平なのに対しこれはある時は古い更新世

の困ってい恋い礫の中に明瞭な断層が地層を横断して

ムコウ

いるところに発見せられる.一例は京都の西南向目町

の道路の切割に現われたものでこれは近接した西山

山塊の古生層の断層の方向で北々西である.

古い更新世の礫と砂からなっている低い上昇地からは

ある特別の産物があげられる.有名な宇治の茶栽培地

は主として礫の多い土地と次に若い更新層の段丘の

上にありまたこの土地は現在放棄されている悪地の

外は果樹園と竹林園に耕作されている.

若い更新層は砂と礫からでき低い段丘を造っている

が古い更新世の丘のように谷によってしばしば掘ら

れていない.そして不整合によって後者の上に乗っ�
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でいる.

にものでもない.

現代現世の地層は広い平原をなし砂粘土

礫からなる.大阪平原は歴史時代に広まりとくに東

の部分は以前多くの湿地様の湖水を造っていた.ま

た大阪の淀の河口の近くでは市が発展するにつれ埋

立によって土地が増していった.

噴出岩一片状花闇岩花開岩の噴出は広い面積

をしめている.片状花開岩は古生層の南に帯を作り

近江伊賀高原と生駒山脈を造っている.この片麻岩

状花嵩岩は花陶岩に漸移し両者は木津川に沿う笠置

地方で古生代の堆積層に接触作用を与えている.花闇

岩は京都の近くでは比叡山脈の一部を造り比叡山と

如意ケ獄の高所間に低い隆起をなしている･そこは堅

い接触変質をした古生代の堆積物が顕著である.花嵩

岩は主として黒雲母をもち時にその境界は小区域の角

閃石花陶岩をもつ.黒雲母花筒岩は肉眼的なアラナ

イトの結晶をもっているのが特徴である.六甲の花開

岩は主として黒雲母花騎岩に属し新鮮な色をした長石

を伴う.この岩石は御影の近くで採石される.これ

から日本を通じて花闇岩のことを御影いしまたは御

ストン

影石といっている.

生駒山は片状花騎岩中に迷入した石英閃緑岩からで

きている.閃緑岩は宇治の近くで古生層中に岩脈と

してでている.また花開斑岩石英斑岩は花筒岩や

古生層を岩脈として貫く.その一つは大津の西で琵

琶湖畔の山に地形的な標識を与える･

石英粗面岩は多分第三紀以前の時代に溢流したもの

の一つで有馬の近傍でむしろ荒々しく急な丘を造って

いる.これは多数の斜長石と正長石をもち場所によ

っては流理構造を示している.

ムロオサン

石英安山岩は室生山の大火山地域を作りその地方

の外側もそれと考えられるがその一部は次の付加す

る地質図の南東隅にのぞいている.

安山岩は小さな円錘または突起をして数個の点として

露出している.奈良では三笠山春目山などのよう

な魅力ある円錘として知られる･みな両輝石安山岩で

ある.熔岩は古い更新世の堆積物に擬せられていて

砂や石英をもつ凝灰岩の堆積物の上に横たわる.生駒

山脈では2つの区域の安山岩カミ発見せられた.南では

雲母安山岩で信貴山を造り北では古銅輝石安山岩また

はサヌカイトで生駒山の東の側に小さ柱塊として露出

する.これらは緒に片状花開岩から噴出している.

六甲山脈のヘノレメットに似た甲山はサヌカイト以外のな

構造上に示したように近畿の地貌は主として

地質構造線によって支配せられる.この地域は先

第三紀の橘曲によって支配せられその後の時代の擾乱

は昇降運動によるにちがいない.断層のおもた方向は

ほとんど赤道方向と子午線方向に近い.すなわち六

甲山は赤道方向の断層によって切られた地塁であり

生駒山脈は子午線方向の複合地塁である･

近江伊賀高原の酉の縁に沿った南北線はつづく地

域外の南と北の方向につづく大断層を指示している･

1662年には近畿は破壊的地震による甚大な被害に悩

んだ.その震央は比叡山山脈の北の延長の酉の限界

をなしている朽木谷にあり谷は上に述べた断層の一部

をなしている.すなわちこれは中央日本の生動地震構

造線の一つである.

京都はよく地震による災害を蒙り現在でも多くの震

動を感じる.このことは京都の近郊には多くの活動

的地震構造線がありそれは地質調査によって細部まで

識別できる断層に一致していることを推定せしめる.』

以上で中村の｢地質｣の全訳を終わった･少し説明

を加える.

中村はこの地方の主体をなすものを古生層となし

これを造る地層は連続性に乏しく短い距離で薄化する

からそれらの上に層位の秩序を完成することは容

易なことではないといっている.古生層の地層そのも

のは連続性が少ないことは事実としてもこれをたと

えば石灰岩輝緑凝灰岩層角岩頁岩層砂岩頁岩

層というふうに一括して見るときは必しも連続性に乏

しいわけではたく他の中生層第三紀層に比べてむ

しろ連続性に富んでいる.これを堆積盆地を単位とし

て考えるときは中生層第三紀のそれに比べてはる

かに大きい.当時はこのような古生層の雄大な堆積

盆地を一つの単位とした調査を校す機会がなく人為的

に分割した小区域をとり上げていたから層位上の秩序

を完成することが容易でなかったのであろう.

たとえば｢山嶽の静動｣の領域は延長60粁幅15粁

面積900平方粁でこれが古生層の秩序をきめえる最小

の単位ではなかろうか.

当時近畿の古生層の時代が上部派盆紀か下部石

炭紀であるかカミ不明であって私どもはこれを秩父古生

層と呼ばず｢パレオゾイック｣と呼んでいたことの意味

を今にたって知った.�
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近畿地方の主体をなすものは古生層であるカミこれ

に次ぐものは花開岩類でもともと花陶岩類も古生層に

マグマが遊入してできた同化岩石であって普通には領

家系といっているものである.中村はこれにE･uptives

という言葉を使っているが花開岩に対して今日のよ

うな考えをもっていたものか外国の文献で使っている

意味を納得してのことであっただろうか.

近畿地方の花南岩ρ配列をみるに北方の古生層地帯

で花開岩のほとんどなき地帯南方のほとんど花開岩類

からなるいわゆる領家地帯この両地の中間の3帝に分

けることができこれらの帯がほぼ東一画の縁で弄して

いる･同化岩石の多少はもちろんマグマが迷入した

当時の地表よりの深さと地質構造に関係があると思

われるがそれを明かにすることは至難なことである.

中村がEruptivesなる言葉を使用していることは少恋く

ともそれを解明の意図のあったことを示したものか

も知れない.

中生層と第三紀はその分布の狭少なることもありあ

まり関心が払われていない.断層などがありただそ

の基盤の乱れのあるところの上の第三紀も混乱している

こと在とを注意しているにすぎない.

更新層は新しい地層で分布区域が大きいとはいえな

いのであるが中村の興味をひいた.

古い更新世の最上部の礫が古い現在の川とは別の川

筋の遺跡であることを南山城の和束谷で発見したこと

を中村はよく話していた.普通古い更新層の地層は

ほとんど水平であるがある場所では30度から垂直にた

っていてこのような乱れの帯は直線状に走っている.

こういうところには断層が存在することを注意していた.

京都の向日町のものは西山山塊の古生層の断層系列の

方向である北々西の方向である.中村はこのようにし

て更新世のような若い地層からも基盤構造の反映を

求めた.

普通近畿において古生層は山地にある.山地を出

て畑に出れば洪積層(更新層)で田圃に入れば沖

積層であるのでもう一目の野外調査は終わったとして

手をぬくのが普通である.しかし中村はこういうとこ

ろにもカをゆるめなかったのは基盤構造の反映を求

めてやまなかったからである.

このことは中村の弟子の申からでた権威ある古生

層の学者は松下進だけで槙山次郎池辺展生など

新しい地層の名ある学者が輩出したことと何かの関係

があるかも知れ荏い.

基盤構造は直接地表にみることはわカ洞ではまれで

あるから他の沖積層更新層への基盤構造の反映を

調べて間接的に知ることもゆるがせにはでぎたいこと

である､中村はもちろんそのほうだが小川琢治も江

原真伍もそうであった.また地震は基盤構造一地下

深処の構造を地表へ伝えるもっとも優れた伝達者であ

る･大断層も地震による地表の地震構造線を得てはじ

めて生々としてくる.地表の破壊は地下の構造の貴重

なフィルドエビテンスにほかならない.小川江原

はそれを調査し集計するほか機器による観察の結果を

も利用した.中村のやり方で優れていたのは小川

江原の調査蒐集したところを自ら実地に吟味したほ

か野外地質調査によって地下深処の地質構造を知り

常に地表の破壊(地震構造線)と地下の地質構造を

密着せしめた上で論をすすめていることである.こ

ういうことはいうは易く行なうは難いと見えて爾来半

世紀を経た今日でもまだ行なわれているとはいえない.

機器の観測や破壊の敏速な報道とは50年前と今とで

は格段の進歩がある.しかし地下の構造は地震調査

や重力調査の資料(これら機器による資料は間接のもの

である)がやや加わっただけで当時と比べむしろ退歩

しているのではなかろうか.

クソ

最後に中村は1662年に近畿地方を震駁せしめた朽

キ

木谷地震について述べている.記述は簡単であるが

事前に現地を踏んで如上をふまえた詳しい報告がある.

これは地質家の間に花析断層として知られているもので

ある･その系列には有名荏東山将軍塚の鳴動が小川

琢治によって報告されまた小川の弟子の君塚康次郎が

その南延に天理教の本殿が断層の上にあることを確認

しこれを動じたことがある生動地質構造線での一つで

あった.

さらに京都は今でも多くの震動を感ずるがこれは地

質調査によって識別できる断層に一致していると地震

に弱いというよりは地震を全く知らず地震の恐怖心

そのもののよう次大陸の紅毛人どもをおどしている.

以上この作文の原点とし下敷とする地理と地質

の全文をうつしそれに簡単柱解説と意見とを加えた.

(筆者は元所員本名別所文吉)

〔注金沢大学停年退職後現在大同ボｰリングKK〕�


